
★★★この本橋通信は、私とご縁のあった方に差し上げている個人通信です★★★

★2022年の漢字は「戦」ですが…★

皆さまこんにちは。本橋通信第29号をお届けいたします。今月もどうぞ最後までお付き合いください。

例年「年のしめくくりに」と発表される今年（2022年）の世相を表す漢字は「戦」でした。清水寺の貫主が

揮毫するシーンが恒例です。確かに2月に突如始まったロシア・ウクライナでの戦い、感染症・円安や長引

く物価高から自らの生活を守る戦い…と、一日も早く終息を願わずにはいられないものから、サッカーＷ

杯でのアツイ戦い…まで、世界の厚い壁の向こうにある「違う景色」への挑戦は、見ている皆が励まされた

立派な⚽戦いでした！ この「戦」という漢字は、世界同時多発テロがあった2001年にも選ばれており、

あまり良い印象というより、ちょっと身構えてしまいます… 勿論、皆さんそれぞれのお立場で振り返ると

違う字を思い起こされるのではないでしょうか？ 私は22年終盤に、違うステージへ挑戦しようと、これ

までの心地良い環境を捨て、再び独り親方FAの選択をして2023年を迎えました。私の22年の漢字は

「独」です。やはりIFA(独立系ファイナンシャルアドバイザー）ですので、金融のプロフェッショナルとして

「独」り「立」ちし、お客さまとの1：1の関係性に全てのリソースを集中し、課題を一緒に考えるという原点

に戻りたいと思います。とは言え…自分独りだけで付加価値の高い仕事ができる訳でもなく、多才なタレ

ントの方々との社会的意義あるビジネスに挑戦してみたい… と思っています。

奇しくも23年は卯（ウサギ）年。 様々なことの区切りがつき、次に向かって

成長・増殖という明るい世界が広がる年と言われます。 今は少しだけ静かに

しゃがんでも、後々大きなジャンプ（飛躍）ができるウサギを見倣い、何事にも

「挑」んでみる2023年にしたいですね。
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📚IFA本橋の本棚より📚

昨夏にお亡くなりになった京セラ創業者：稲盛和夫さんの本『経営12カ条 経営者として貫くべきこと』

私の本棚には、生き方、燃える闘魂、京セラフィロソフィ他、稲盛さんシリーズは何冊もありますが、これは

会社経営の原理原則をまとめた集大成です。大切な部分があり過ぎて紹介しきれないのですが…この12

カ条は、複雑な要素が絡みあう会社経営というものを、非常にシンプルな本質に立ち返って示しています。

事業の目的・意義、具体的な目標、強烈な願望を心に、誰にも負けない努力を、売上最大化と経費最小化、

値決めは経営、経営は強い意志、燃える闘魂、勇気をもって打ち込め、常に創造的な仕事を、思いやりの

心で誠実に、そして最後は、、、明るく楽しく前向きに・夢と希望を抱いて素直な心を。という12カ条です。

印象的なフレーズを敢えて2つ。中長期計画はいらない -1年毎の愚直な努力を積み重

ねよ。変化が激しい経済環境で何れ反故にするような計画なら立てない方がよいとは、

まさに昨今の状況ではドンピシャで、柔軟な対応力こそ大事だと。私が最も好きなのは、

人生・仕事の結果＝考え方×熱意×能力です。熱意・能力は勿論、考え方は-100点から

+100点なので、不足する能力は熱意ある努力でカバーし、ポジティブな考え方で取り

組めば必ずや素晴らしい結果が得られるとの名言です。自ら興した京セラやJALの再建、

旧盛和塾生の中小企業に至るまで、業種・業態一切問わず実証済の経営哲学ここにあり。

◀2022年今年の漢字「戦」



本橋FαオフィスＷＥＢサイトは と検索！ https://www.pfa-withyourlife.jp/

皆さまからのご感想・ご要望をどんどんお寄せください。
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【発行者プロフィール】

本橋 竜一（もとはし りゅういち）、1974年4月19日生まれ。東京郊外八王子の高尾在住。

早稲田大学卒業後、横浜銀行で金融マンとして社会人をスタートしました。その後、国内

（あおぞら銀行、みずほＦＧ、三菱ＵＦＧ）、外資系（スイスＵＢＳ）金融機関にて、約15年間に

渡ってプライベートバンキング（ご資産家のお客さま専用金融サービス）を経験し、

ファイナンシャルアドバイザーとして独立開業。家族は妻、娘、息子の4人。

趣味はエンジョイゴルフ（スコア3桁でも緑の芝で気分爽快！）と読書（ジャンル無差別：乱読・積読？）

お客さまに対する想い：人生に専属のファイナンシャルアドバイザーがいる安心感を提供したい…

◆今後本通信をご希望されない方は、お手数ですがお知らせ下さいますようお願い致します◆

◆編集後記◆ 必ずや一目見たい名画 《ひまわり》

22年の12月より新天地でFAをしています。頻繁に行くことはありませんが、新オフィスは

新宿です。 近くに損保ジャパン（旧安田火災）ビルがあり、併設されるSOMPO美術館には

あのゴッホの名画『ひまわり』が収蔵されています。ゴッホが描いたひまわりは7点あるとい

われ、それぞれ本数、色合い、背景や花瓶の雰囲気なども少しづつ違います。まずは目と鼻の

先にあるアジアで唯一の『ひまわり』を、この目で一度見てみたいと楽しみにしています。

🖋IFA(Independent Financial Advisor)本橋の視点より🖋

共同通信社さま経由にて、各地方新聞紙面「ライフセミナー」コーナーに掲載されましたコラム： 『忍耐』刻した市場の1年

より。2022年は本当に難しい資産運用環境だったなぁ…とマーケット回顧録と気まぐれ市場と付き合う大切な気づきを。

*******************************************************************************************************

Ｑ．2022年の金融市場はどのような年として記録されるでしょうか？

Ａ.資産運用を行う方々にとって、2022年は本当に難しく「忍耐」の2文字を刻す1年でした…

21年末まで堅調だった世界の株式市場は年初に大きく調整。2月のロシアによるウクライナ侵攻で一気に不安心理に包

まれマーケットは大きく変動するようになりました。想定外の有事を機に、世界の物流網も変調をきたし、小麦などの商品

価格が急騰、多くの製品に不可欠な半導体も不足し、モノへの需要が供給を上回ることで「インフレ」の状況が常態化して

しまいます。この事態を打開しようと、米欧を中心とする世界の中央銀行は、これまで市場に供給し続けた膨大な資金を

吸収したり、急ピッチで政策金利を引き上げたりしました。未だ利上げに動かない／動けない日本の通貨・円は、その価値

を維持できず安い（円安）ままです。

この難しい環境は、経済動向を分析し投資戦略を発信する専門家でさえ、シャープに先を見通すことは不可能。毎月の

ようにメディアで目にする「◯◯ショック」のヘッドラインが、専門家泣かせの難局経済を物語っています。

とはいえ…投資家の皆さんは想定外のリスクと向き合い、ご自身のゴールのために中長期での資産運用を続けなけれ

ばなりません。あらゆるシナリオに備え頭の体操をしつつ、「果報（リターン）は寝て待て」くらいの鈍感力すら大切な時の

ようです。（独立系ファイナンシャルアドバイザー 本橋竜一）

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

気休めのようなコラムではありますが…市場の上下等、コントロールできない部分は、

いっそのこと諦め、年初は「本来の投資目的」や「リスク許容度」の再点検が大切です。
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